
■

義|ギ

総

大
化
改
新
の
精
耐
は
、
天
智
天
皇
時
代
の

「
近
江
令
」
二
十
二
を
モ
於
て
成
文
化
せ
，
す

す
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
今
に
傷
は
ら
な
い
か
ら
Ｂ
そ
の
内
容
を
知
！み

律
今

時
代
の
蛙
民
制
度
極
誠

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
之
を
天
武
天
皇
時
代
に
修
定
し
、
更
に
、
文
武
天
皇
時
代

ド
改
訂
し
た
も
の
が
、
か
の
「
大
費
律
令
」
で
あ
つ
て
、
律
六
容
と
令
十
一
巷
と
よ
り
成
わ

し
も
の
と
い
は
れ
る
の
で
あ
ろ
ぅ
こ
の

「大
賓
律
令
」
は
Ｂ元
正
天
皇
の
養
乾
二
年
に
至
り
．

更
に
修
正
を
加
へ
ら
れ
律
令
各
十
容
と
な
り
、
大
横
、
今
日
に
ま
で
督
へ
ら
れ
て
あ
る
も
の

で
あ
つ
て
、
そ
れ
ら
の
時
代
に
開
す
る
各
種
の
法
制
研
究
は
，
多
く
、
こ
の
律
令
に
擦
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、）
こ
よ
に
も
先
づ
比
の
律
令
に
よ
つ
て
、
鴎
民
制
度

の
輸
廊
一を
撃
ば
れ
と
す
る
の
で
あ
ち
が
↓
柿
遊
つ
抑
く
【
憾
根
ｔ
陵
戸
、】
■
炉
「
ｔ
双
拐
声

家
人
中
私
奴
婢
に
分
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
　
使
宜
上
、
陵
戸
、
官
農
、
私
賤
と
再
分
し
て
弔

各
種
躍
民
の
，
主
な
ろ
法
制
上
の
特
色
を
知
り
、
後
に
、
そ
の
婚
姻
制
度
．
責
買
制
度
、
輸

（説
　
　
貸
一　
器
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一≡
軌

,各
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律

合

時
代

の
醒
長
制
度

概
誠
　
（
流
　
　
宮

　
諄

）

亡
制
度
、
解
放
制
度
を
、
補

々
詳
締
に
考
講
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
３

先
ぃつ
．
陵
戸
は
前
代

に
於
け

る
山
都
一ま
た

は
山
寺
部

の
部
民

の
後

‐
身

で
、
大

化
の
部
民
解
放

に
洩
れ
、
農
民
な

ろ
身
分
を
附
興

せ
ち

れ
た
の
で
あ

る
が
、
「
持
統
紀
」
の
五
年
九

月
め

詔
に
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

凡
先
皇
陵
戸
者

、
置
と
五
戸
以
上

・、
南
余

ま
等
有
功
き
、
督
〓

一百
」、
一若
陵
戸
不
レ
足
、

以
二
百
姓

・充
↓
免
二
絡
校

と

一年

五

育
Ｂ

と
あ

い
。
「
喪
葬

令
」

に
も
，

凡
先
阜
陵

、
置
二
ぼ
戸

一令
レ
守
、
非
二
陵
戸

一令
レ
寺
者
、
十
年

丁
香
、

と
見
え
、
良
民
を
以
て
、　
一
時
的
な
り
と
こ
補
充

せ
ら
れ
得

る
こ
と
を
見
れ
ば
、
産
戸
の
注
含
的
地
位
が
頗

る
劣
悪
な
う
し
も
の
と
考

ふ
”争

）と
は
不
一笛
で
あ

る
が
、
唯

そ
の
日
常
一掌
る
と
こ
ろ
汚
核

に
近
き
を
以
て
、　
一
般
に
嫌
悪

せ
ら
れ
、
次
第

に
、
増

配
せ
ら
れ

る
に

至
つ
た
も
の
と

思
は
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

さ
て
、
陵
戸
は

「
戸
令
」

に
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

几
戸
籍
、

六
年

一
造

、
起
・一十

一
月
上
旬

【、
依
↓
求
十勘
道
．
（
中
峰
Ｙ

一通
中
二
塗
大
政
官

・、　
一
通
留
レ
囲
、
主
難
炉
援
炉
籍
、
ＨｉＦ則
更
鳥
■

通
五

魯
途
一一本
司

・、

と
あ

る
如
く
、
良

民
と
同

じ
く
六
年
に

一
彦
声

籍

務
作

り
、

二
通
ほ
太
政
官

に
差
出
し
、　
一
通
を
本
籍
地

の
役
所

モ
留
め
る
の
で
あ

る

が
、

そ

の
奉
仕
労
働

の
関
係
上
，

更
に

一
通
を
用
し
て
、
所
管

司
た
る
治
部
省
諸
陵

司
に
途

る
の
で
あ

つ
て
「
職
具
令
」

の
諸
陵

正
の

職
単
を
定
む

る
体

に
は

―
―

―
～

■‐‐‐十‐ｉ
＝

中

■
――――

‐―――
‐
‐
―――

―
‐
――十
榊

朝

‐‐‐――
‐―――‐

十■
＝
川叫
＝
＝
，い
一陶，出
同
一‐―十‐‐
‐
川
‐―――‐―
川
抑明
門
―――――
‐―十‐‐
‐‐―‐―
川

四
〇
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役

法

は
１
，か

の
品

部
雑

戸
が

各
ど

に
戸

を
ホ

け
で

■
特

定

の
奉

仕
労

働

に
徳

へ
な
と
杵
似 ！‐
一

な
．■

い
が
！ｉ
！
よ
す

ば
ｉ一
一
体
争

声
ｉ
争
集

解

」

（
田
令

）
に
、　
　
　
　
　
　
　
一

（
イ
）

答
、
（略
）

但
陸
十戸
日
分
田
、
茄
二良
人
一年
，

（
口
）

間
、
雑
序
陵
帰
品
部
等
何
給
日
分
田
不
ｉ

答
、
雑
戸
以
下
皆
可
レ給
也

（
ハ
）

穴
云
（略
）

豚
戸
亦
丁
レ∬
レぼ

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

曾

）

朱
云
貞
云
、
家

人
奴
婢

日
分

之
租
、
准
Ｌ

一人

話
一著
一，

な
ど
と
あ
る
如
く
、
良

民
と
同
様
に

口
分

田
を
襲
給

ゼ
ら

れ
、
宏

人
奴
婢

と
同
じ
く
良

民
に
准
じ
て
円
租
を
納

入
ゃす

る
を
見
れ
ば
，
彼

等

の
耕
作
労
働

に
よ

つ
て
、
自

己
の
生
活

を
支

へ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ほ
誹
役

に
つ
い
て
は

「
賦

役
令
」
に
，

九
合

人
史
生
盆
平
略
）
陵
戸
晶
部
徒

人
、
在
役
並
免
二
課
役

・、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
，す
　

，
　

　

　

　

一

と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
免
さ
れ
る
。
ま
た
Ｆ
令
義
怖

】
敷
役
令
▼
Ｌ

ｔ
凡

一
ｔ

以
下
及
百
控
誰
色
人
命
碑
、
品

部
雑
戸
等

「
共
虜
ギ

不
在
一一比
限
し
等
、
皆
取
二
戸
栗

一、
以
受

婁
え
倉

一、

と
あ

れ
ば
↓
本
来
の
陵
戸
は
、
義
倉

の
義
務

を
有
し
な
か
つ
た
も

の
と
解

せ
ら
れ
る
が
、
良
民

に
し
て
臨
時
に
陸
声

た
る
も
の
は

「
令

律
令
時
代
の
嬢
民
制
度
綱
誠
　
ハ
説
　
　
，
中　
辞
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〓



律
令
時
代
の
難
民
制
度
権
説
　
（
耐
　
　
一■
　
欝
）

防
卓
一
一

義
解
」
（喪
葬
令
〕に
、

謂
、
課
役
推
十一一陵
戸

一、
義
倉
同

一庶

民

一也

，

と
あ

つ
て
、
課
役
は
兎
ぜ

ら
れ
る
が

、
義
倉

の
義
務

は
．
　
一
般
庶
民
同
様
に
有
す

る
の
で
あ
る
。

な
ほ
、
本
末
の
防
一戸
が
良
民
と
な
る
規
定
は
見
営
ち
な
い
、
酔
ち
陵
戸
は
解
放
せ
ち
れ
る
と
い
ふ
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
良
野

に
し
て
、
陵
戸
補
充
た
る
も
の
は
、
”定
期
的
に
変
番
せ
し
め
ら
れ
る
規
定
で
あ
る
。

「
Ｆ
矢
Ｔ
」
に
，　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！　
　
　
　
　
　
．

凡
官
奴
婢
年

六
十
六
以
上
及
殿
疾
、
若
被

二配
互
↓
令

レ篤

レ
戸
著
，
並
馬

ユ官
戸

工、

と
あ
り
，
「
令
集
解
」
に
は
、

（
イ
ウ
　
穴
云
、
一間
配
波
之
日
、
（
中
略
と
姿
人
者
篤

こ菅
戸

一数

、
容
、
可
≡
然
，

（
ロ
ウ
　
跡

云
、
家
人
令

・齢
【没

一著
、
馬

諄
」
戸

・、

と
も
ぁ
り
、
愛

に

「
賊
盗
律
」

に
は

几
課

反
大
逆
者
皆
斬
、

父
子
若
家

人
誓
財

田
宅
並
浸
宮

，

と
あ
る
か
ら
、
先
づ
言
奴
婢

の
年
齢

六
十
六
才
に
達
し
た
も
の
、
或

は
陵
疾
令
戸
令
」
、
焼
症
、
保
儒
、
陣
脊
折
、　
一．
文
壌

、
如

此
と
類
，

皆
局

二慶
疾
↓
》
の
も
の
、

及
び
犯
・非
に
よ

つ
て
配
一浅
せ
ら
れ
ヽ

戸
を

な
さ
し
め
ら
れ
る
者
は
、
古

戸
と
な
る
の
で
あ

つ
て
、
例

へ
ば
課

反
大
逆
罪

を
犯

せ
し
者

の
夜
子
、
一次
び
家

人
は
、
言
戸
と
な

る
の
で
あ

る
。
な
ほ
没
官

せ
ら

れ
た
家

人
は
、
常
に
、
官
戸
と
な
り
、
私

と
あ
一れ
ば
ヽ

す
で
こ
六
十
六
才
以
≡
”
一

―-252 _   じ_ 253 =―

あ
る
ｆ
　
　
・・

一　
一

ま
た

「
戸
令
Ｌ

に
「

九
家

人
奴

、
好

・卒
一及
主

五
等

以
上
親

一

所
生

男
女

、

各
没
官

．

と

あ

り

て
、

家

人
及

び
奴

が

、

そ

の
主

ま
た

は
主

の
二
等

以

上

の
親
族
一を
好

し

て
生

ま

れ

た
と
こ

ろ

の

子
は
、
没

牧

せ
ら
れ

て
官
醸

と

な

り

、
そ

の
外

、
「
今
義

解

六

俗
一尼
令

ｙ

て
見

る
に

凡
齋

含

，
ア
ダ

得
下
以

二
奴
婢

牛

馬

及
兵

器

・、
宛
京
布

施
と
，
会
理

・‥

‥
仇

准

上
篠

、

怜

尼
畜

物

財

物

皆

須

訪
侵
官

」
と
、
）

と
あ

れ

ば
、
寺

院

に
布
施

し

た
奴

婢

も
滋
官

せ
ら

れ

る
筈

で
あ

る
が

、

こ
れ

は
資

行

せ
ら

れ

な

か

つ
た
も
か

の

や
う

で
あ

る
。

な
ほ

，
「
職

目

令
」

の
言
内

省
官

奴

司

の
体

に
、

正

一
人
、

掌
こ
宮
炉
奴
婦
名
籍
及
四
分
田
事
【

と

あ

れ

ば
、
宮

盛

の
名
籍

は
、）
官

奴

司

に
於

て
保
管

せ
ら
れ

る
の
で
二
Ｆ令

義

解

六

戸
令

）
に
．　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

一

凡
官

戸
奴
搾

者
毎

年

正
月

、
本

司
色

別

各
造

籍

二
通

、
　
一
通

途

・・太

政

官

・、　

一
通
留

二
木

司

一、
金
叩
、

本

司
著
官

奴

司
也
）
．

と

あ

つ
て
、
官

薙

の
戸

籍

は
、

毎

年
正
月

に
官
奴

司

に

於

て
，

朱
【
々
二
通
製

作

し
、

そ

の

一
通

は
太
政
官

に
非
出

し
、

他

の

一
通

を

本

司

旦

督
め
、

と

は
言

奴

正
が

保
管

す

る
こ
と

に
な

る
の
で

あ

る
。

而
し

て
此

の
戸
籍

は

「
令

集

解

」

に

律
令
時
代
の
嬢
民
制
度
概
載
　
（
説
　
　
官
【　
辞
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掛
三



律
令
時
代
の
史
民
制
度
概
説
　
（耐
　
　
す〓　
話
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

・百
記
云
、
官
戸
奴
期
戸
籍
，
不
レ途
と
ヽ
部
・、
但
捜
田
之
尊
、
途
事
在
耳
．　
　
　
　
　
！　
　
・

と
あ
り
、
毎
年
、
民
部
省
に
途
る
こ
と
は
な
い
が
，
日
分
再
班
授
の
年
に
は
さ
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
し
か
る
に
一
方
に
は
，

一祥
云
、
名
籍
道
二
通
、　
一
通
迭
二太
政
官
↓
此
郵
至
己
豪
守
一耳
、
案
戸
令
可
知
し
、

と
い
ふ
諭
も
あ
り
、
二
通
の
う
ち

一
通
を
太
政
官
に
差
出
し
、
こ
れ
が
民
部
省
に
至
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
年
毎
に

途
ら
れ
る
が
客
が
な
明
白
で
な
い
。
た
Ｆ

「
令
義
解
」
の
民
部
如
の
職
掌
を
定
め
た
篠
に
、

講
、
依
二戸
令
、一
官
戸
及
官
奴
鶏
名
籍
亦
同
掌
也
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

と
あ
る
か
ら
、
宮
盛
の
戸
籍
が
民
部
省
Ｌ
透
ら
れ
、
授
田
の
時
に
利
用
せ
ら
れ
る
こ
と
だ
け
は
明
首
で
あ
み
ｃ
ｉ

な
ほ
、
ま
た

「
戸
令
」
に
，

九
官
戸
奴
姓
者
毎
年
正
月
本
司
色
別
卒
造
二籍
二
通
、
（中
皓
）有
≡■
能
・者
、
色
別
具
と
，

と
あ
り
、
官
聴
の
戸
籍
に
は
、
各
人
の
特
殊
技
能
が
詳
し
ぐ
記
入
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
よ
に
記
ふ
技
能
と
は
、「
令
義
解
」
Ｌ
…

謡
、
工
者
工
床
一也
、
講
者
書
算
之
類
也
、

と
あ
り
ば
「令
集
解
，一に
は

古
記
云
、
有
二工
乾
・者
、
工
作
書
算
、．
讐
術
等
之
類
、
大
云
、
工
能
譜
二木
二
、
鍍
治
、
書
算
数
一
験
異
者
．
部
注
二崎
共
籍
・手
、

と
あ
れ
ば
、
主
と
し
て
工
作
鍛
治
書
一記
算
致
、
ま
た
は
讐
術
等
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
何
故
Ｌ
新
く
の
如
さ
事
項
を
記
入
す
る
か
と
い

ふ
に

「
令
集
解
」
に

問
、
篤
レ
何
注
≡其
工
能
〓
答
、
時
臨
可
レ有
レ所
レ用
耳
モ

ま
一禄
ｔ一一程
軽
棒
彊
彊
一襲
一

と
れ
，
の
車
卜
，
４
、
る―！…．と
，ヽ
一ｉ
島
め
，舟
さ
一
一

の
は
キ
争
妻
竹
斉
雑
令！
）
は
ｉ
　
一　
　
！！

■
！
一

九ヽ
犯

祐
羊
夜
貌
努
ヽ
車

父

子
應

一
賊
渉
持

不

レ
得

レ
頭

一誌
一“

付
！舞
一Ｆ
！方
舟

！百 ｌｉ
席
！諄
距
昨
！京
詐
！携
燦

剛

州

剛

問

―――

―
‐
――

―
‐
１１

＝

附

‐――

用

酬

酬

珊

相

硝

＝

増

―――

＝

附

附

冊

旧

胆
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と
あ

つ
て
、
宮
戸
の
婦
女
及
び
官
期

に
し

て
、
天
性
明
一敏
な

る
も

の
は

「
女
螢
」

に
養
成
せ
，
れ！
な
こ
Ｌ
な
が
な
京
≡
争
研
一
時
ほ
滋
十

抜

せ
ら
れ

る
人
員

は
三
十
名
、
特

に
内
築

司
の
側
十な
る
別
令
雇

敗
い本

せ
ら
れ

（
令
義
解
謂

「
内
業

司
側
■
造
〓
朋
斃

・安
置
也
Ｙ
主
と
し

て
助
産
法
、
外
傷
手
常
法
及
び
針
灸
法
を

田
頭
に
て
教
授

せ
ら
れ
、
月
毎

に
は
腎
博
士
に
よ
う
、
年
末

に
は
内
葉

司
に
て
試
験
を
受
け

る
の
で
あ

つ
て
、

そ
の
修
業
年
限

は
七

ケ
年
と
規
定
せ
ら
れ
て
あ

る
。
大
手横
、
右

に
遊
ヽ
た
と
こ
ろ
が
「
令
」
に
示
さ
れ
た
ろ
官
騰

の
服

務
範

団
で
あ
る
が
、
そ
の
使
役
の
法

に
つ
い
て
、
官

戸
は
官
奴
婢

と
異
う
ち
令
義
一昨
六
戸
令
）
を
見

る
に
．
一　
　
　

　̈

　

≡

律
今
時
代
の
燈
氏
制
度
携
註
　
（
税
　
　
宮
〕

諄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四十
五
一



従
令
昨
一代
の
嬢
長
制
度
概
誠
　
（
耐
　
　
宮
　
謂
）

前関
」〈

九
家
人
（中
略
）皆
住
本
主
駈
使
、
唯
不
得
轟
頭
駈
使
曇
市
、
候
有
・・家
人
男
女
十
人
・者
、
放
≧
一四
人
↓
令
し執
」家
挙
ゴ
也
）

と
あ
り
、「
令
集
解
ｉ」に
は
、
特
に
．

宮
戸
駐
使
之
法
若
角
、
答
，
不
レ載
！丈
、
然
可
す准
・家
だ
・、

と
あ
れ
ば
、　
こ
メ
の
も
の
を
、　
一
時
に
、
全
部
、
使
役
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
又

「雑
令
」
に
は

凡
宮
戸
奴
婢
者
、
毎
じ
旬
放
承
件似

一
日
・、
父
母
雲
著
給
≧
一一十
宙
↓
産
後
十
五
日
、
英
懐
姫
及
有
≧
一才
以
下
男
女
・き
、
並
徳
ゴ
睡

役
一

と
あ
れ
ば
、　
一
般
に
官
農
は
十
日
毎
に
一
日
の
休
暇
、
父
母
の
更
に
皆
つ
て
は
三
十
日
ゎ
分
娩
後
の
婦
女
に
は
十
五
日
の
臨
時
休
暖
が

興
へ
ら
れ
じ
ま
■
隈
姫
中
も
し
く
は
三
才
以
下
の
幼
・見
を
抱
く
婦
女
は
、
特
に
率
微
な
る
労
働
に
就
く
を
許
さ
れ
る
。
研
百
又
，

凡
官
戸
奴
婢
苑
」一役
者
．
本
司
，明
立
二功
課
一案
記
ヽ
不
レ得
一一話
“費
ス
ム根
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

と
あ
り
、　
一
方
、「令
集
解
六
戸
令
〕）に
、

〓
式
，官
戸
皆
給
〓公
根
・、

と
も
あ
る
か
ら
、
服
務
中
の
官
魔
は
食
料
を
給
典
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
成
績
に
よ
り
量
の
増
減
せ
ら
れ
る
が
如
き
こ
と
も
あ

る
ら
し
い
。
な
ほ
ス
「令
義
解
六
雑
・令
）
に
は
、

謂
、
士
ハ四
才
以
上
、
依
・啓
有疸
令
・総
伊
根
Ｂ

と
あ
る
け
れ
ど
も
、
残
存
せ
る

「倉
庫
令
」
に
は
、
そ
の
篠
文
隷
落
せ
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
ま
た
、
官
戸
官
奴
搾
の
幼
見
が
三
才

以
上
に
な
れ
ば
、
年
に
二
回
、
・衣
服
を
給
血
（せ
ら
れ
る
工
）と
は
，
療
雑
令
」
に

| 1 1年

:||||:
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一
的
申
中
”
行
中
中
弟
紳
帥
↓中
切
牢
中
中
ウ
咋
車
紳
唯
〕
帥
Ｗ
一
申
蒔
串
中
巾
態
車
一
れ

る 死 ‐
の ！
を ！ｉ

”
れ
宇
一
一
キ
ヤ
一
一
一
一
一
．

一
．
，
奴
！

一
　

・
　

　

一
・

・
・
！　

！

一
！　

　

　

‐

私
庭
は
家
人
た
私
奴
婢
の
二
種
に
Ｅ
分

せ
ら
れ
、
前
者
は
別
に
戸
を
成
し
て
主
家
に
従
届
し
た
が
ら
，
戸
籍
と
主
家

の
そ
れ
と
は
別

に
作
つ
た
や
う
で
あ
る
が
、
私
奴
搾
は
主
家
に
寄
廃
し
た
か
ら
、
圭
家

の
戸
無
に
連
誠
さ
れ
た
。
さ
れ
ば
、
私
購
が

戸
籍
も
貫
民
と
同

じ
く
六
年
に

一
度
作
り
、
二
通
を
大
政
官

に
途
り
、　
一
通
は
本
囲
に
留
め
置
く
の
で
あ
る
が
Ｂ「
職
員
令
し
の
民
部
省
篠
に
，

輸紳

一
人

、
薄
ヨ

話
回
戸

日
名
籍

（
中
略

】
家

人
奴
婢
、
盆
甲
暗
）
事

↓

律

令

時
代

の
嬢
民

一制
度

概
諭
　

（
配
　
　
存占
　
一譜
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



↓

■

■
■

中
‐
「

「＝
一
‐――”！＝
＝
‐―‐―
，
‐―‐―
「‐―――
一Ｈ
「円
一「
‐ｌｉｌ
十‐‐‐日

い「

「
　

　

［
「
・
　
，Ｊ
「‐
ｉ
＝
＝
叫
―，
―
＝
十
‐
‐

十‐
‐‐
十
１
■
十‐‐
＝
＝
＝

‐―――

‐―
――‐
岬
＝
＝
‐――――
十‐――――
哨
削
軸
叫
刊

■
一■

‐
―
「
１
‐　
ド

‐‐‐‐
■
＝
巾
川
■
Ｗ
＝
ｒ＝
！，■
”一■
＝
＝
‐――‐中
十
１１１
一山
川
川
相
門
用
町
川
旧
‐―‐―――
‐―‐‐‐
―――‐‐
―――‐‐
―――‐
―十‐‐
中

律
令
時
代
の
嬢
民
制
涯
粧
設

（
理
　
　
一冨
　
蕃
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市門
八

と
あ
る
を
見
れ
ば
、
家
人
奴
蜂
も
民
部
省
か
管
轄
内
に
な
つ
た
こ
と
明
自
で
あ
る
。

さ
て
，
「
令
義
解
六
戸
令
》
に
　
　
　
　
　
　
　
　
・

九
家
人
所
生
子
孫
、
相
承
馬
一一家
人
（
皆
任
本
土
駐
使
、
唯
不
得
≧
工興
駐
使

（調
、
恨
有
衆
人
男
女
十
人
者
．
波
三
四
人
令
執
家

業
也
）
及
費
買
一、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ヽ
　
　
　
　
　
　
ヽ

と
あ
る
か
ら
、
衆
人
の
子
孫
は
一相
承
け
て
家
人
と
な
り
、
本
主
の
意
の
ま
ま
に
駐
使
せ
ら
ち
べ
き
も
の
と
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
，

た
た
ひ
本
主
た
り
と
も

一
戸
の
家
人
全
部
を
一
時
に
便
役
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
す
、
ま
た
家
人
を
貫
賞
す
る
こ
と
も
姿
ぜ
ら
れ
て
あ
る

の
で
あ
る
。
が
く
の
如
く
家
人
の
費
買
は
禁
止
せ
ｆ，・れ
る
の
で
あ
る
が
、
彼
等
が
人
格
を
認
め
ら
れ
す
、　
一
種
の
財
物
と
し
■
待
過
ぜ

ら
れ
た
こ
と
は
、
次
の
如
く
し
て
許
一明
し
得
る
で
あ
ら
う
。
郵
ち

「
戸
令
」
に

九
應
分
者
、
家
人
奴
姫
円
毛
資
財
、
一総
計
作
と
、
云
云

と
あ
り
、
一
令
集
解
十
に
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，　
　
一　

！
！
一　
■

火
云
、
両
宏
人
分
法
何
、
答
、
家
人
難
無
責
督
≡
暫
家
内
．水林
慎
・施
分
無
坊
平
、

と
あ
る
か
ら
、
遺
産
の
分
配
に
皆
り
、
舎
具
際
の
責
買
は
無
い
と
雅
も
》
家
人
も
私
奴
婢
そ
の
他
の
財
物
と
共
に
便
格
を
推
定
し
計
算
せ

ら
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た

「
捕
亡
令
」
に
は

九
亡
失
↓家
人
奴
婢
雑
畜
貨
物
、
皆
中
官
司
、
妾
、記
、
若
獲
物
之
日
、
余
討
分
明
皆
還
本
主
、

と
見
だ

る
が
ら
、
家
人
の
行
す
不
明
一と
な
つ
た
場
合
に
、
先
つ
宥
一所
一
屈
け
、
記
録
し
置
ぎ
、
さ
て
強
見
せ
ら
れ
た
時
！
許
祭
分
明
な

ら
ば
本
主
に
返
還
せ
ら
れ
る
こ
と
、
全
く
・私
奴
舞
牛
一馬
貨
物
と
同
然
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

と
お
！一
お
士

編
せ

琵

運

竺

怪

慶
曇

一！！！！容

舎・別際じ
　
・作士立モ李
蚕千弘
△ガヽ
　一不
レ一待
レ表・チ
・へ死補刑一　一布荘告キ
一一言ォ一一一≡一，い↓す【れ車＋中中一牛串中幸申枠準静準ン中饒中砕鞭葬

な
ど
と
あ
つ
て
、
良
民
な
ら
ば
，
悪
訪
一以
上
の
罪
を
抑
一し
た
場
合
で
さ
ヽ
す
≡
射
一
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と
あ
る
か
ら
、
移
流
の
途
上
、
良
女
出
産
の
際
に
は
↓　
一
同
二
十
日
間
の
暇
、
良
民
の
死
に
は
三
日
功
こ
十

一
日
つ
硬
げ
製
本
ち
れ
ち
つ
土

で
あ
る
が
、
家
女
及
び
婢
の
出
産
に
営
つ
て
は
七
日
間
一
ま
た
熊
民
の
死
に
は

一
日
の
収
が
許
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
　

・

な
ほ
私
盛
が
日
介
一料
を
班
給
一せ
ら
れ
る
こ
と
は
，
「令
義
解
六
市
一令
）
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

九
官
戸
奴
婢
日
分
回
奥

一ヽ良
人
〓同
、
パ
だ
奴
搾
階
郷
寛
狭
、
並
一給
≧
天
ガ
て

（謂
、
家
人
奴
城
男
、
家
女
搾
理
女
．）

と
あ
る
に
よ
り
明
か
で
あ
り
、
土
地
の
慶
い
狭
い
に
よ
つ
て

一
定
で
は
な
い
が
、
大
健
、
家
人
奴
は
浪
男
の
三
分
ノ
一
卸
ち
三
百
四
十

律
令
時
代
の
嬢
民
制
度
触
載

（説
　
　
宮
　
辞
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



律
今
時
代
の
農
民
制
度
概
説
　
（硯
　
　
宮
　
報
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

歩
、
家
女
搾
は
良
女
の
三
分
ノ
一
印
ち
百
六
十
歩
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
０
而
し
て
「
令
集
解
」
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

穴
云
、
（中
略
）家
人
奴
婢
可
レ出
レ租
、
失
云
貞
云
、
家
人
一ダ
ガ
ロ
分
之
和
、
准
良
人
出
者
，

と
あ
る
か
ら
、
彼
等
も
良
人
に
准
じ
て
田
裡
を
細
む
べ
き
義
務
を
興
へ
ら
れ
て
る
た
の
で
あ
る
が
，
そ
の
課
役
に
つ
い
て
は
三
‐戸
令
」
に

九
戸
主
、
皆
球
家
長
島
之
、
戸
内
有
課
口
著
篤
課
戸
、
無
課
古
者
角
不
課
戸
、
不
認
、
謂
一三
魂
及
八
位
以
上
Ｓ
，界
〕家
入
⌒奴
紳
↓

と
あ
つ
て
、
之
を
一免
ぜ
ら
れ
る
こ
一と
に
定
め
ら
れ
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
法
が
本
主
の
使
役
稚
を
侵
害
せ
ぎ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ

つ
て
、
必
す
し
も
恩
典
で
あ
る
と
考
へ
る
こ
と
は
出
末
な
い
。
さ
れ
ば
「令
義
解
共
賦
役
令
）
に
は

、
、　
　
　
　
　
　
、
亦
同
也
）者
繁
之
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

（前
略
》

若
欲
下屋
一営
囲
郡
人
一及
遣
■
家
人
代
役
工．（！調
、
江

と
あ
つ
て
、
本
主
の
代
理
と
し
て
成
役
に
遣
は
さ
れ
る
こ
と
が
有
一う
得
る
の
で
あ
る
。
叉
そ
の
他
、
「雑
令
ｒ」に

九
皇
親
及
五
位
以
上
、
不
レ得
Ｌ
阜
帳
内
資
人
、
家
人
奴
舟
等
・、
定
市
難
、
興
販
ｈ

と
あ
る
か
ら
ゎ
六
位
以
下
の
官
人
や
庶
民
の
、
家
一人
察
井
の
う
ち
に
は
本
主
に
代
つ
て
市
場
に
於
け
る
取
引
を
な
す
も
の
も
あ
り
、
ま

た

「
軍
防
令
」
に

九
防
人
向
防
Ｂ
若
有
家
人
奴
婢
及
牛
馬
欲
二賄
行
・者
業
．

と
あ
る
か
ら
、
主
人
が
防
人
と
し
て
西
図
に
向
ふ
時
は
従
者
と
し
て
共
に
移
任
し
仕
へ
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
彼
等
自
身
は
兵
役
か

義
務
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
の
み
な
ら
す
、
「
軍
防
人と
に
は

凡
非
因
簡
貼
次
者
、
不
得
販
取
人
入
軍
、
及
放
入
出
軍
、
共
詐
冒
入
軍
、
被
う
い
入
≡燈
、
（謂
、
曜
詐
レ良
入
レ軍
．及
夜
動
的問
Ｌ
毬

入
本
色
、
英
雑
戸
陵
戸
品
部
之
類
亦
門
也
）
及
有
蔭
、
合
出
軍
者
．
勘
甘
有
賃
，
皆
申
兵
部
、
熟
レ出
レ軍
去
云
、

下
≡
と
エ
ケ
一
あ
伊声
≡
野
民！！年話
舟
駁
殿
抗！‐！．Ｈ
一一牧と・一す一
何！．

び
爵
訟
律
」
を
見
，つに
チ
そ
憲

の
．環
ら
一計
い
舛
志
一≡
京
斜
卒
森
襲
饉
鍵

な
慾
笠
姦
見
争
，Ａヤみ
■
・″
社
所
と
４残
樺
襲
韓
援
チ

ベ
て
断
”罪

に
虎

せ
ら
れ
，
本
圭

の
二
等
一親
子

け
た
も

の
は
ヽ
価
れ
の
場
合

老
間

は
す
、
斬
一罪
に
産

せ
ら
れ

る
の
で
あ

つ
て
‘
「
賊
発
律
」
に
は
　
　
　
　
　
！！

≡
！

！
■

九
家

人
奴
始

、
課

レ
殺
レ
圭
者
皆
斬
、
謀

レ
殺

〕・主
夕

二
等
親

及
外
祀
父
母

一者
絞
、

国
傷
者
皆
研
ｓ
　

　

　

　

ｉ　

！
一
！
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！

賊
盗
律
云
，
衆
ズ

奴
婢
過
失
殺
主
者
絞
一
傷
及
罵
者
流
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
　

一　

！
！！
一
！
　
！！　
・

と
ぁ

つ
て
、
家
人
奴
井

は
、
過
つ
て
主
を
殺
チ
と
も
、
ほ
借
す
る
と
こ
ろ
な
く
絞
罪

に
鹿
せ
ら
れ
ギ
ま
た
過
つ
て
負
傷
せ
し
，
或
は
旨

つ
て
ヽ
、
流
罪

に
阿
は
れ
る
規
定
で
あ

つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
官
残
に
あ

つ
て
は
、
本
部
五
！位
以
上
の
官
！長
を
設

さ
ん
と
課

つ
た
場
合
に
徒
刑
三
年
、

す
で
に
負
傷

せ
し
め
た
場
合
に
遠
流
、
殺
し
た
場
合
に
斬
罪
、
な
ど
の
宣
者
を
受
け
る
の
で
あ

つ

て
、
「
戒
盗
律
」
に
は

凡

謀

，
殺

↓一
一語
使

若

本

主

本

囲

守

↓

及

吏

卒

謀

殺

本

部

五

位

以

上

言

長
者

、

徒

三
年

、

宮

戸
空

距

奥
・一吏
準

一両
、
徐
院
准

之
、
こ

傷

者

遠

待

今

時
代
の
駐

民
制
度

触

載

（
配
　
　
宮

　
誹

）　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五

す



「
「
一抑
‐
―――
―
十‐‐‐
■
■
■
一
‐―‐―
‐―‐ｉ一Ｈ
＝
――‐‐―日
明
問
旧‐――‐―川
‐―十十
‐
冊
仰

律
今
時
代
の
態
民
制
度
粧
説
　
（
説
　
　
宮
　
細
じ

五
二

流
「
殺
者
皆
斬
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
・

と
あ
る
。
な
ほ
斯
の
如
く
直
接
に
手
を
下
さ
ホ
と
も
、
簡
警
的
手
段
材
以
て
主
人
を
晴
粧
せ
ん
と
す
る
交
人
や
私
奴
婢
は
，　
一
般
良
民

ょ
り
も
重
く
罰
せ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
印
ち

「
蛾
盗
律
」
に
は

九
有
所
滑
悪
而
道
厭
魅
符
書
呪
咀
，
欲
以
殺
人
者
、
各
以
謀
殺
論
減
Ｌ
二
等
・、
（中
略
）
欲
以
疾
苦
人
者
，
ス
減
〓
等
、
子
孫
於
二虚

父
母
父
母
↓
家
人
奴
婢
於
卒
王者
「
各
石
レ減
コ
（
中
略
〕）部
於
配
父
母
父
母
及
立
、
直
求
愛
塘
両
厭
呪
者
徒
二
年
、

と
あ
る
如
く
、
私
嬢
に
於
て
は
薯
も
減
刑
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
）
こ
の
外
に
、
私
嬢
が
共
の
本
主
の
屍
機
に
封
し
て
侮
辱
を
加

へ
た

場
合
に
も
、
減
刑
を
計
さ
れ
ホ
闘
殺
罪
を
以
て
論
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、

凡
残
害
死
屍
及
爽
屍
求
中
者
、
各
減
己
円殺
罪
五
等
↓
乗
而
不
失
、
及
一髭
レ髪
井
傷
者
魯
減
、卸
子
孫
於
二耐
父
母
父
母
・、
家
人
奴
搾

於
レ主
著
、
各
不
し減
、

と
定
め
ら
れ
、
更
に
又
、

九
家
人
奴
”婢
於
レ
主
震
諦
勢
猪
・者
徒

一
年
、
陸
・殖
い郁
・者
待
三
年
、
焼
サ屍
者
徒
三
年
、

な
ど
と
あ
つ
て
、
亡
主
の
基
町
を
荒
ち
す
キ
あ
を
も
磁
重
に
取
資
莉
ら
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
自
ら
手
を
下
さ
キ
と
も
．
主
人
の

殺
さ
れ
た
る
を
知
り
な
が
，
、
犯
人
と
私
和
し
て
吉
費
し
な
い
私
度
は

凡
洒
父
母
〔中
略
）局
人
財
殺
、私
和
者
徒
三
年
、
（中
略
）ユ
有
キ
被
人
殺
家
人
奴
婢
私
和
角
財
、不
レ昔
二官
司
・者

〈家
人
奴
婢
法
．

角
主
際
、
共
有
私
和
不
昔
，得
一レ罪
並
同
一子
孫
・、
）

と
あ
つ
て
、
他
人
の
た
め
に
祀
父
母
父
最
が
液
害
さ
れ
た
の
に
、
花
人
と
在
和
し
て
告
費
せ
ざ
る
子
孫
と
同
様
に
、
徒
罪
二
年
に
間
は

徒！
来！！ぃ
討
母
離
係‐！
一
洋
産
，
Ｆ
ｉ
が
一主
既
〓
一

筆

姜
課
殺
故
斉
之
誰限貧
尊ヽ
年
一暑

十二

一二

一
を
な
“一軽

駆

寵

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

襲

牽

と
あ
る
如
く
≡
巌
重
に
癌
罰
せ
ら
れ
る
の
で
あ
■
■
」
か
す
済
■
！と
，
本
市
一■
庁
江
，
操

↓均一中一時首‐こ巾一年中韓「中一↓十一一一一，れ一一車一叫＋一一一牢中車中韓静枠静や中中中”中一≡！

て
本
主
を
言
る
も
彼
を
流
罪
に
附

絃
罪
に
滝
せ
ら
れ
ら
の
で
あ
つ
ｆ
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ら
れ
て
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
印
ち
、
　

　

　

ｒ
　

　

、

（
一
）

奴
婢
過
失
言
主
者
流
↓
傘
跳
云
、
不
言
遠
と
き
，
局
止
次

（
二
）

奴
婢
告
言
主
、
非
課
反
逆
叛
考
絞
、
（硫
云
、
奴
婢
雅
芦

，　
事
≡而
告
者
皆
絞
ヽ
罪
尤
≡首
従
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！！　

！
！　
！一
■

・

な
ど
と
あ
る
０
以
上
の
如
き
嬢
民
の
主
人
に
封
す
る
犯
罪
は
、
！卑
局
の
登
用
に
封
す
る
き
の
以
上
ほ
巌
部
な
る
制
裁
を
受
け
る
こ
と
に

定
め
ら
れ
て
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
去
ふ
ま
で
も
一な
く

一
面
に
は
標
構
を
王
ん
す
な
た
め
で
も
あ
る
が
，
正
面
Ｌ
は
般
民
の
反
折

や
復
砦
を
防
止
せ
ん
と
す
る
の
意
味
．を
．
多
分
に
合
む
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ほ
上
記
の
徳
文
は
何
れ
ヽ
唐
待
を
棋
倣
し

た
の
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
賃
際
に
施
行
す
る
の
要
，
有
ル
ー
ンや
否
や
不
明
で
あ
る
が
、一「
法
曹
至
要
抄
」
や
ち
金
Ｉ
空
い
抄
」
の
如

き
ギ
後
世
の
註
躍
書̈
に
て
い
が
く
の
如
さ
榛
文
の
研
究
せ
ら
れ
し
事
質
は
、
之
わ
槻
す
べ
き
機
含
の
、
絶
無
で
な
か
つ
た
こ
と
を
示
す

律
今
時
代
の
農
民
制
度
脱
説
　
か
理
　
　
や岳　
一暫
〉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓ユ一ヨ
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＝
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十
‐‐

〓

■

”　
‐
―
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「∵
■
―
‐■
‐―
■
■
‐――
十‐‐
‐‐‐―‐Ｐ‐―ｌ
ｈ
十‐‐‐
Ｈ円
‐―――
旧
日
川
ｉ‐‐
‐‐‐―
中

律
今
時
代
の
農
民
制
度
桟
識

（
配

　

宮
　
静
）

五

四

も
の
と
云
ふ
ヽ
ま
で
あ
る
一
要
す
る
に
、
農
民
の
京
抗
に
対
し
て
、
法
が
如
何
ほ
使
役
者
階
級
を
擁
護
じ
た
が
は
、
右
に
よ
つ
て
十
分

に
知
ら
れ
得
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、　
一
た
び
位
置
を
換
ヽ
・て
良
民
主
る
使
役
者
が
盛
民
を
殺
す
場
合
ヽ
法
は
如
何
な
る
庭
分
を
な
す
か

と
い
ふ
に
、
「
闘
姦

律

」
は

奴
婢
有
″罪
、
業
主
不
レ請

啓
ｈ
司
一
面
殺
者
杖
ポ
十
、
無
孫
非
而
枝
粧
草

百
ヽ
家
人
者
容
加
工
等
，

と
定
め
、
更
に
「
過
失
殺
著
各
勿
塾
世
と
き

へ
な
す
の
で
あ
る
が
「
今
こ
れ
を
「
家
八
文
抑
週
突
殺
主
者
絞
」
に
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
不
公

干
き
わ
ま
な
こ
と
だ

驚
か
な
い
き
は
な
い
で
あ
ら
う

ｔ。

圭
叫
　
ω
本
府
内
遠

「
魔
者
考
」

の
識
。

婚

姐
一

待U

度

「
紳
一諭
」
に
て
略
逃
せ
し
が
如
き
幣
”色
務
有
す
る
蛙
民
身
分
の
，
存
績
せ
ら
れ
る
根
本
原
因
が
、
第

一
に
ち
出
生
」
に
な
る
と
い
ふ
こ

と
は
、
前
に
も
一
言
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
出
生
は
云
ふ
ま
で
も
な
ぐ

一′婚
姻
」
の
結
果
で
あ
る
か
ら
、
農
民
の
婚
郷
制
度
に

つ
い
て
も
學
ぶ
必
要
が
あ
る
。

銑
に
引
用
せ
る
孝
徳
天
皇
の
話
に
よ
り
、
賤
民
同
意
間
の
生
手
は
勿
論
、
良
民
農
民
所
の
生
子
も
、
之
を
皆
ポ「
て
蛙
民
と
な
す
は
明

白
で
あ
り
、
ま
た
令
制
に
で
一は
ヽ
事
情
を
知
ら
す
し
て
通
婚
せ
し
良
度
樹
一の
生
子
を
除
い
て
は
、
父
母
い
づ
れ
か
が
農
民
な
れ
ば
、　
一

律
に
共
の
生
子
を
農
民
と
な
し
，
良
鹿
間
の
婚
姻
を
認
め
な
い
こ
と
も
、
赤
前
に
一
言
し
た
と
こ
み
で
あ
る
。
し
か
し
令
の
規
定
に
よ

推
僅
麗
睡
躍
穐
幌
中雇
権
ン
種
ン
ン
ン
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と
は
何
４
を
指
す
古
「の
な
な
が
、す
込
言
不
現
一
！あ
な
か
す
で
あ
る
。
　

．！
　

！
！
一
■
！

！一

い
ぶ
ま
で
Ｌ
な
↑
、
ド官
戸
と
宙
戸
■

私
奴
と
私
躍
と
は
同
色

な
れ
ば
、
彼
等

の
婚
姻
が
、

「首
色
角
婚
」
の
部

に
、
る
と
と
明
白
で
あ

る
が
、
「
皆
色
篤
婚
」
の
紅

み
合

せ
は
、
し

か
く
簡

単
に
解
し
去

ろ
べ
き
も
の
で
は
な

い
と
考

へ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
現

に
「
令
集
解
共
戸

令
）

に
は

準

云
、
皆
色
角
婚

、
官
戸
家

人
相
通
嫁
嬰
、
一走
譜
一
首
色

一、
公

私
及
盗
亦
同
也
．

と
あ

つ
て
、
宮

戸
Ｌこ
家

人
、
官
奴

婢
と
私
奴
婢

と

の
通
婚

も

辞
首
色
盆
一婚
」

の
部

に
入

る
も

の
と
な
す

の
で
あ

る
。
し
か
ら
に

「
令
義

解

」
（
戸
令
）
に
は

講
．
英
官
戸
陵

戸
家

人
是

三
色
者
、
■
戸
角
軽

、
一
一色
一窮
重
、
本
一盛
毎
軽
、
私
嬢
角
重

ぃ

と
見
え
、
官
戸
住
陵
戸
家

人
よ
り
．
宮
奴
婢

は
私
奴
蜂

よ
り
も
上
級

な
り
と
し
、
徒

つ
て
官
戸
と
陵
戸
、
宮
戸
と
衆

人
、
及
び
官
奴
婢

と
私
奴
婢
と
は
「
営
色
」
に
非
す
と
な
す

の
で
あ

る
。
が
く

の
如
く
舌
法
家

の
「
営
色
」
に
爾

す
る
解
樺

に
さ

へ
出
入
あ
れ
ば
、
い
か
に
「
令

義
解
」

の
調

ふ
如
く

「
異
色
相
嬰

若
、
律
無

二
罪
名
↓
並
首

ユ
運
合

↓
」
と
定

め
ら
れ
た
り
と
も
、
そ
の
資
施

は
困
難
に
し
て
、

従

つ
て
・

営
色
篤
婚

の
制
十そ
の
も

の
も
甚
だ
切
僚
を
餃
く
こ
と
に
な
る
。
さ
れ
ば
農
民
間

の
婚
姻

に
つ
い
て
、
そ
の
正
不
正
を
決
定
す

る
こ
と
も

不

可
能
に
な
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
正
規

の
婚
姻

に
よ
る
生
子
は
、
良

民
と
異
り
「
母
方

に
居
す

べ
き
こ
と
ヽ
大
化
元
年

の
詔
に
も
見

僚
令
峠
代
づ
蟻
Ｒ
制
度
概
説
　
（
配
　
　
宮
　
隷
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



|  |

‐‐十
１

卜
，■
十市≡
巾
＝
‐――
‐―
■
日
巾
‐
‐―
―
日
＝
‐―――
‐――‐
ｔｌ十
‐‐
削
‐‐‐――
川
‐‐‐‐

律
令
時
代
の
嬢
長
制
度
概
説
　
（誠
　
　
」と
　
欝
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ士
ハ

え
ゃ
従
衆
原
則
と
せ
ら
れ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
両
し
て
「
法
曹
至
要
抄
六
奴
搾
合
所
生
子
可
レ徒
レ母
事
）は
，

案
之
．
於
奴
井
者
律
比
二畜
産
↓
初
所
生
之
子
皆
可
レ従
ケ母
也
，

卜
解
し
て
あ
る
が
、
こ
の
生
子
従
母
制
は
，
多
夫
一
婦
制
の
場
合
と
両
柱
の
事
情
Ｌ
依
る
必
然
的
結
果
、
及
び
整
女
を
所
有
す
る
本
主

の
利
傘
を
保
護
す
る
人
篤
的
結
果
に
基
く
も
の
で
、
幾
民
を
苦
産
に
比
す
る
思
ね
一が
、
か
ヽ
ろ
制
度
を
作
つ
た
に
非
す
し
て
、
か
く
の

如
旨
事
情
に
よ
つ
て
生
れ
た
事
責
そ
の
も
の
が
、
そ
の
制
度
を
捧
り
出
し
た
の
で
あ
る
．
百
井
塘
雨
の

「
笈
喚
瞳
筆
」
の
う
ち
に

一‘日

州
は
干
野
田
畑
多
け
れ
ば
、
こ
の
来
良
等
に
か
ぎ
ら
す
〔中
略
）
範
囲
砲
所
よ
り
も
男
女
の
子
供
を
買
ふ
な
る
ゆ
え
に
、
富
・有
の
農
民
な

ど
は
、
奴
婢
あ
ま
た
持
て
り
、
（中
略
Ｘ
嘉
栗
日
、
甲
州
な
ど
こ
れ
４
期
、
下
女
、
子
の
出
来
ろ
を
も
か
ま
は
す
．
戸
明
け
は
な
し
な
り
、

子
出
来
れ
ば
一蚕
い
て
僕
と
す

」．
」れ
を
家
の
子
と
い
ふ
．）
」
と
す
れ
は
、〓
騰
一代
を
異
に
す
る
が
、
農
民
の
生
子
が
母
に
従
ふ
べ
き
事
情
を

思
賞
に
説
明
せ
る
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
．

い
づ
れ
に
し
て
も
、
嬢
民
の
生
子
が
母
に
徒
ふ
は
，　
一
（り
原
則
で
あ
つ
て
，
度
々
引
用
す
る
大
化
元
年
の
認
に

若
而
家
奴
婢
所
生
子
．一鯉
・・其
母
い、

と
あ
る
を
初
め
と
し
、
「
締
亡
令
十
に
も

九
雨
家
奴
婢
倶
逃
亡
，
合
生
男
一女
、
並
徒
レ母
。

と
あ
り
、
ラ令
集
解
六
戸
令
一）に
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≡七

（
一
）

一
云
、
宮
戸
家
人
相
馬
婚
亦
得
也
．
所
生
者
、
従
レ母
平
．

（
二
）

又
云
、
私
奴
婢
等
和
婿
、
生
子
者
入
者
手
、
入
私
手
、
若
不
ヒ
論
二公
私
一、
従
レ母
子
何
，
争
ｉ
然
．

争
禁
雅
鋒
認ヽ寵
襲
鶴
揮
鴫
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と
現

え
、

モ

の

「
義

探
」

の
註

に
、
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

！
　

！
！
一
！

■

■

　

！
！

・若
異
色

鵜
婆

、

所

生

男
女

邸

知

レ情

者

、
自

合
レ
徒

レ
重

≡

と
あ

り
，

ま

た

「
集
解

」

に

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一
云
、

今
中
欣
∪

九
諸

篠

、
井
営
色

篤
婚

、

所

生
男
女

者

、
知

レ席

徒

レ
Ｆ
、

不

レ
知

レ
析

徒

レ延

，

比
諭
用

レ
長

、

な
ど

と
あ

る

の
で
あ

る
。

之

を
要

す

る

に

，
法

理
論

上
、

明

か

な

る
こ
と

は
、

（
一
）

嬢

民
間

の

正
婚

に
よ

る
生

子

は
、

母

方

に
属
す

べ
き
・こ
と

，

（
二
）

庭

民
間

の
故

意

の
不

正
椿
一に
よ

る
生

子

は
、

父

母

い
づ

れ

か

の
低

き
身

分

に
配

し

．

し

か

ら
ざ

る
場

合

に
限

り
．

高

き
身

分

に
徒

は
し

む
べ
き

こ
と
、

の

二
原
則

で
あ

る
が

、

更

に
此

の
原
一則

の
裏

を
考

へ
ｆ
Ｌ
み

る
と

．

（
三
）

農

民

の
生
子
が

母
方

に
毘

す

る

ほ
正
婚

の
結

果

に
し

て
、

そ

の
父

母

の
身

分

は
皆
色

開

係

に
在

る
ヽ
き

こ

と
．

（
四
）

生

子

の
川

属

が

観

考

（
三
中
製

〓貴
嬢

≧
む

せ
ら

れ

る

は
不

正
婚

に
し

て
、

そ

の
父
母

は
異

色

関
係

に
在

り
、
且

生

子

の
従

ふ
身

分

は
、

他

よ

り
も
低

きヽ
も

の
な

る
べ
き

こ
と

、

律
令
時
代
の
綾
民
前
Ｈ
概
識
　
（
配
　
　
中
高
　
一譜
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ
工
七



律
令
時
代
の
Ｌ
民
袖
度
協
議
　
（
破
　
　
≡
４　
評
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
一
人

が
明
か
に
な
る

の
で
あ

る
。
次

に
、
こ
．れ

ら

の
原
則

を
利
肘
”Ｌ
て
残
民
婚
姻
制
度

上
の
等
級

を
推
考
し
て
み
や
う
も

先
づ
陵

戸
と
官
戸
と
の
通
婚
が
、
昔
色
篤
婚

の
部

に
入

る
か
な
か
を
考

ふ
ろ
！に
、
前

に
も
引
用
し
た
如
く
、
「
令
義
解
！」に
は
，
「
を

の

言
序
陵

戸
家

人
、
こ

の
三
色

は
、
宮
戸
を
ほ
ど
待
し

，
一一石
〕を
蚤
と
待
す
牛
と
あ
！ゆ
、
「
令
集
解
」
に
も
、「
令
群

云
‥
…
陵

戸
と
官
戸
と

は
、
営
色
た
ら
す
」
と

の
読
が
見
え

な
あ

で
あ

る
か
ら
、
ま
炉

転
一陵
戸
よ
り
も
上
級

で
あ

つ
て
、
前
者

は
営
色
補
一係

に
な
ら
ざ

る
も
の

と
解

せ
ら
れ
る
「の
で
あ

る
。
し
か
る
に

「
令
集
解
」

の
他
の
識

に
は
、

・或
云
、
陵

戸
興
官
戸
婚
所
生
身
一女
≡

徒

二官

戸
↓　
一
云
↓
ル従
ｒ
軒
と
ヽ
今
師

表
、
官
局
興
陵
戸
局
夫
妻
、
所
生
者
、
知

予柿
者
徒
車
官
！

．戸

・、
不

レ
知
．ル・席
者
徒

・一陵
戸
↓

と
も
あ
れ

ば
、
陵
一戸
が
官
戸
よ

り
も
二
級
な
け
と
す

る
論
（一或
云
と
令
師

云
》
と
、
而
者
が
営
色
開
係

に
在

り
と
な
す
諭
公

云
）
と
が
見

出
ま
れ
る
。
そ
こ
で
す

戸
と
陵

炉
と

に
開
し
て
は
、
官
戸

を

一
Ｌ
級

と
な
す
読
、
而
者
同
等
と
な
す
読

、
陵
戸
を
上
級
と
た
す
読
、

の
三

種
ず

あ
る
わ
け

で
あ
る
。

次

に
官
戸
と
家

人
と

の
通
婚

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
引
用
し
た
如
く
、
「
令
義
解
」
の
読

は
、
甘
戸
を
蛭
と
な
し
、
家

人
わ
重
と
な
す

も
の
で
あ
り
、
ま
た

「
令
集
解
」
に

古

記

云
、
間
、
官

見
家

人
相
変
接

得
不
、
答
，
不
レ
得
」

と

い
ふ
読
も
見
え
る
か
ら
、

去
ふ
ま
で
も
な
く

門
者

は
首
色

開
！・係

に
在
ら
す
と
な
す

の
で
あ

る
。
し
か

る
に
又

「，集
解
」
に
は

（
一
）

群

云
、
営
色
缶
婚

、
宮
戸
家

人
枯
通
嫁
嬰
，
是
載

，一営
色

↓

（
二
）

一
チ
、
官
炉
家

人
相
角
婚
赤

得
也

、
所
生
者
徒

レ母
軒
≡

樺準轟隷等

十
１
１
‐
‐
‐
‐
‐
１
１
１
卜
，
―
ト
ド
ー

‐
卜
‐
‐
ト
ト
‐
‐
ト
ー
ー
‐
‐
ｆ‐
卜
ｈ
ｌ‐
‐‐巾‐―
門
Ｈ
用
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鈴
欝
キ逆
“軸難
一略
蒻
鞄
若
↑一一難
酢争≡」挙
柱
様
倭
柱
簾
矛
紫

≡

丹
店
済

な
が
お
十
‐

に
は
↑
子
・井

≡
野
い
一
，本‐！
禁

螢

片
は
鉢
い
ど

成

ふ
に
で
、
家

人
陵

丹
は
同
等
な
り
と

い
ふ
妻
・に
は
あ
ら
す
…
…
」

と
詮

か
れ
て

ゐ
．る
。
し
か
し
、
こ
か
「
義
竹
」
の
イ

に
一は
落
晨

で
■

但
陵

戸
家

人
相
婚
所
生
者

．
徒

レ
母
電

レ
定
化
、

と
ぁ

っ
て
、

こ
の
値
書
を
前
記

の
原
則
第

こ
に
照
し
て
み
れ
ば
、
陵

戸
と
家

人
と
は
明
！に
常
色
開
係

に
在

る
も
の
と
作

せ
ら
れ

る
か

で

あ

る
。
し
か
る
に
ず

ま
た

一
方

「
集

解
」

ド
は

穴

云
、
（
中
略
【一）未
知

（
中
略
）
陵

戸
興
策

人
町
生
れ
、
答

、

三
中
製
貴
雄

定
軒
、
恨
陵
戸
家

人
知

レ肘
角

・子
（妻

一妨
レ
生
、
徒

二家

人
・

之
類
、

と
の
読
が
見
え
る
の
で
あ

つ
て
、
こ

れ
を
前

の
原
則
舞
Ｌ
に
距
し
て
考

ふ
れ
ば
，
勝
一戸

は
家
人
ふ
り
ち
上
殻

な
り
と

い
ふ
こ
と
に
な
る
。

故

に
、
陵
戸
と
家

人
と
に
つ

い
て
は
、
陵

戸
を
上
級

と
な
す
設
、
高
者
同
等
な
り
と
な
す
読
、

の
二
稲
が
あ

つ
て
　
家

人
を
上
級

な
り

と
な
す
読

は
見
曽
ら
な

い
こ
と

に
な
る
。

さ
て
■

こ
れ
ら
の
説
を
綜
一お
し
て
見

る
と
、
」

（
一
）

勝
十月

に
Ｔ
戸
よ
り
も
上
級
な
ら
、

律
合
時
代
の
腸
氏
削
庶
親
説
　
（
覗
　
　
宮
　
鶏
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



律
令
時
代
の
農
民
制
度
粧
説

（税
　
　
宮
　
・評
）

六
〇

舎

じ
　
一陵
戸
は
官
戸
よ
り
も
下
級
な
り
．

舎

じ
　
一陵
戸
は
家
人
よ
り
も
上
級
を
り
，

し

（
四
）

官
戸
は
家
人
よ
り
も
上
級
な
り
，

（
五
）

」陵
戸
官
戸
家
人
は
共
に
同
等
な
り
．

と
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
第
二
の
無
差
別
的
解
樺
は
暫
く
措
き
，
第

一
と
第
四
と
み
・組
み
合
す
と
Ｂ

陵
戸
、
官
戸
、
家
人
、

と
の
順
序
に
な
り
、
第
二
と
第
三
と
を
純
一合
す
と
ｔ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ　
　
　
　
　
　
　
　
・

官
戸
、
陵
戸
ぉ
家
人
，

と
の
順
序
に
な
る
。
勿
論
こ
の
一
束
力類
の
う
ち
何
れ
が
正
し
い
か
は
断
ホ
る
限
ら
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
し
た
野

「義
解
」
の
識
が
、

陵
戸
は
官
戸
よ
り
も
下
級
な
り
と
な
す
に
拘
ら
す
、
と
に
反
す
る
と
こ
る
の
、
陵
戸
は
官
炉
よ
〔
も
上
級
な
り
と
の
詮
が
存
在
せ
る
こ

と
、
家
人
務
陵
戸
官
戸
よ
い
夕上
級
な
り
と
な
す
諭
が
存
在
せ
ざ
る
こ
と
．
及
び
〓
者
同
等
な
り
と
な
す
諭
が
成
立
し
得
る
こ
と
に
、
注

目
す
る
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
要
す
る
に
、
陵
戸
官
戸
衆
人
、≡
序
を
な
す
建
民
の
等
級
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
ろ
一標
準
を
敏
い

た
の
が
事
賛
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
戸
を
な
す
蛙
民
と
、
戸
を
な
さ
ｒ
る
蛇
民
邸
ち
官
奴
婢
及
び
私
奴
婢
と
の
間
に
は
，
比
較
的
明
白
な

る
差
別
の
あ
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
何
ん
と
な
れ
ば
、
戸
を
な
す
賤
民
と
な
さ
せ
る
農
民
と
の
婚
麺
開
係
に
つ
い
て
は
、

何
等
特
別
の
疑
間
宴
論
を
見
出
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

な
は
、
「令
集
解
′再

奇
螢

野
豊

宿

一．栄

十

|||

ド| |十1 1 1 1
1  + | |‐ |  |

Ⅲ ⅢI
十

 1

1   1

1 + |
|  ‐ |

氏
雇
窪
韓
携
一！！…予ギ
一＝
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十一は町一！”献缶町
十巨夕・，≡≡一鱗〓財一京ま，年一≡≡どエ

あ
る
。
ま
た

「
獄
令
」
に
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

丸
放
，農
弔
二失
人
及
官
戸
・、
逃
亡
経
≧
一十
日
ふ
並
追
売
十レ践
、ぃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
・

！
　

！

と
あ
る
が
、
こ
の
燈
も

「
戸
を
な
さ
ゞ
る
購
民
」
の
意
な
る
こ
と
巧
が
で
あ
つ
て
、
戸
を
な
す
庭
民
と
「
な
さ
ｒ
る
嬢
民
と
の
問
こ
は

比
吸
曲
）判
然
た
る
Ｅ
別
が
あ
り
得
た
も
の
と
孝
氏

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
、
菅
奴
控
と
私
奴
婢
と
に
開
し
て
は
如
何
に
、
と
い
ふ
に
、
「
義
解
」
の
読
に
従

へ
ば
、
公
蛙
を
軽
と
な
し
、
私
魅
を
重
と

な
す
の
で
あ
る
か
ら
、
官
奴
婢
を
私
奴
婢
よ
り
上
級
と
な
す
の
で
あ
る
が
、
他
方

一，集
解
」
に
は
、

群
云
、
営
色
鳥
婚
、
官
戸
家
人
相
通
妹
婆
、
是
調
・富
角
京
（
（私
奴
弊
亦
同
也
け

と
の
識
が
あ
る
か
ら
、
官
奴
始
、
私
奴
期
は
共
の
婚
姻
制
度
上
同
等
な
り
と
も
見
触
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
、
「
戸
令
十
に
規
定
せ
る

九
陵
戸
官
戸
家
人
公
私
奴
婢
、
者
営
色
角
婚
．

な
る
係
文
は
、
曜
民
婚
姻
制
度
の
根
幹
を
な
す
も
の
な
が
ら
，
古
法
家
の
識
に
著
し
く
出
入
あ
る
を
見
て
も
、
頗
る
自
由
な
る
解
樺
を

受
け
得
る
可
能
性
を
有
し
、
か
つ
ま
た
賃
際
に
も
自
由
に
解
一樺
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
農
民
の

「
首
色
角
婚
」
制
が
蟹
行
せ
ら
れ

な
か
つ
た
と
解
す
る
ｔｌ，
は
、
蓋
し
首
を
得
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
ス
）（り
で
一あ
る
。

律
令
時
代
の
提
長
制
度
機
説
　
（就
　
　
官
　
鶏
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一ハ
▼

一
　

一！，一一
一
一↓
・
■

！・！！！！



律
今

時
代
つ
嬢
民
制
度
梅
載
　
（
滅

斗直　
的
「古
代
残
民
制
」

一二
浦
周
行
氏

」ハ二

費

車員

一
市

度

一
般
に
律
令
時
代
の
責
買
は
、
法
律
上
、
詮
書
卸
ち
祭
率
一サぞ
要
す
る
責
買
と
要
せ
ざ
る
責
買
と
に
分
ち
得
べ
く
．
更
に
余
契
を
要
す

る
東
買
は
、
公
余
を
要
す
る
も
の
と
、
私
券
に
て
足
る
も
の
と
に
直
分
し
得
る
の
で
あ
る
。
両
し
て
謂
ふ
と
こ
ろ
の
公
芥
と
は
、
甘
司

の
承
認
を
経
た
ろ
許
一書
で
あ
つ
て
、
一私
容
と
は
き
事
者
が
作
席
署
名
ゎ
た
る
に
す
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。
令
の
規
定
に
よ
う
て
、
そ
の

寅
買
に
公
容
老
要
す
る
物
件
は
、
第

一
に
毛
地
園
地
等
で
あ
り
、第
二
に
は
奴
搾
な
る
人
身
で
あ
つ
て
，前
者
に
つ
い
て
は
、「
田
令
」
に
、

九
責
二買
土
地
〓、
皆
経
工所
部
官
司
中、
キ
牒
、
然
後
熟
乏
、

と
見
え
、
後
者
に
開
し
て
は
前
に
も
引
用
し
た
如
く

「一閲
市
令
」
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　

，

凡
責
二買
奴
婢
↓
背
経
ｉ本
部
官
司
↓
取
二保
議
・、
立
容
付
憤
、▼

と
あ
り
、
ま
た
責
買
に
私
余
を
要
す
る
物
件
は
、
馬
及
牛
等
あ
家
畜
と
し
て
、
前
一掲
の
僚
文
に
つ
賢
き

共
馬
牛
唯
責
話
体
許
】、
立
・歎
一余
一

と
あ
る
の
で
あ
る
。
か
く
牛
馬
は
其
し
責
買
に
営
り
て
私
容
を
要
．す
る
の
み
な
る
も
、
土
地
の
責
賞
は
奴
婢
の
そ
れ
と
等
し
く
公
余
を

要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
奴
，黙
の
責
買
手
績
は
，
土
地
の
責
買
手
績
と
殆
ん
ど
同
様
な
り
し
も
の
と
思
は
れ
、
前
者
の
開
係
は
非
常
に

称
接
な
る
も
の
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

さ
て
往
令
が
，
右
に
述
べ
た
如
く
、
土
地
及
び
奴
井
牛
馬
の
責
買
に
容
契
の
作
成
印
ち
立
参
を
要
求
し
た
る
は
何
故
か
と
い
ふ
に
、

一垂

一一
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i   平キハ
4 1 E  V

吉 Fい

・‐272・ …一 方3-

の
干
興
を
要
す
る
た
め
で
あ

る
。
耐
し
て
律
令

め
圭
義

は
大
化
以
前

の
土
地
衆

併
人
民
利
存

の
繁

一
係

ｉみ！！
一
一
一
ケ
軒

野
一
及
む

奴
搾

以
外

の
人
身
責
買
を
巌
禁

せ
し
歩
政

て
、
文
婢

及
土
地

の
覧
買

に
言
司
を
し
て
干
興

せ
ｔ
め
し
は
ぉ
　
一
面
上
於

て
ず
劇
家
の
警
探
事
務

を
行

ふ
所
以
で
あ

つ
た

の
で
あ

る
。

奴
井

の
責
買
邸
ち
共

の
所
右
雅

の
移
動
が
租
税

に
関
係
あ
り

し
こ
と
は
、
「
義
倉
」
が
戸

の
安
産

を
標
準
と
し
て
戴
課
せ
ら
れ
し
こ
と

を
見

て
も
知
ら
れ

る
の
で
あ

る
が
、
唯
に
こ
れ
の
み
な
ら
す
、
雪
時
の
土
地
制
度

の
骨
子
た

る
班
田

枚
授
と
も
大
な

る
関
係
が
あ

つ
た

の
で
あ

る
。
卸

ち
囲
衆

は
土
地
と
労
働
力
と
を
適
鷹
モ

し
む

べ
く
、
多
数

の
奴
婢
を
有

せ
る
戸
に

は
多
く

の
口
分

問
を
班
給
す

る
を

原

則
と

せ
る
故
、
奴
始
が
貢
買

せ
ら

る

れ
ば
、
官

は
班

ｆｒｌ
の
標
準

と
な
る
戸
籍
に
計
帳

に
夫

々
必
要
な

る
愛
更
事
項

を
記
入
し
、
奴
婢

所

有
稚
の
移
動

に
従

つ
て
口
分

問

の
給
典
を
加
減
す

る
必
要
が
あ

る
の
で
あ
る
。
な
ほ
既

に
述

べ
た
如
く
、　
一
般

良
民
の
人
身
賣
買

及
び

家

人
の
東
貫
は
明
に
法

の
変

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
賓

際
問
題

は
暫
く
措

き
、
奴
婢
責
買

に
開

す

る
令
制

は
、
た

野
奴
井

の
責
買

に
限

つ
て
の
み
適
用
せ
ら
れ
る
も

の
が
あ

る
。

が
く
の
如
く
法
は
人
身

の
責
買
を
奴
婢

の
み
に
限
定
せ
し
も
、
奴
搾

い
貢
貝

そ
の
こ
と

に
つ

い
て
は
何
等

の
制
限
を
も
設
け
ざ

り
し
を

以
て
、
奴
鶏

の
所
有
者
は
、
そ
の
友
勢

を
貢
却
す

る
に
営
り
、
法
律
上
全
く
自
由

で
あ

つ
た

の
で
あ
る
。
し

か
し
貿
隣
に
は
奴
搾

の
親
族
開
標

な
ど
も
、
或

る
程
度
ま
で
認
め
ら
れ
、
十
才
以
下
の
奴
勢

の
如
き
は
、
母
婢

の

徒
物
と
し

て
同
時

に
許
贋
せ
ら
れ
た
も
の
の
や
う
で
あ

る
。

さ
れ
ば
「
令
蓋
一解
六
捕
亡
令
）
に
は
．

律
合
時
代
の
農
氏
制
度
粒
説
　
介
滅
　
　
言
　
却
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一ハ
三
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醍
壌
提
醒
ぱ
４鶴
選
寵
寵
擢
要
！一窪
中

■
談
比ｒ鉢
一！すい
れ！！！！ｒｉ
争
矛
年
一宇
〓
針
体
」一！い一！一キ
儀

雪
秘
窒
警
穣
許
符
鮎
惑
難
禄
篠
ン
醒
軽
一醒
群

革
芋
一

徒
令
時
代
づ

鹿
民
制
度
梅
識

（
配
　
　
を
由
　
諄
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」〈
四
　
　
　
　
　
十

謂
、
奴
搾
計
レ職
、
故
入
承
力賞
之
限
、一
若
格
子
本子
丑
岸者
非
併
計
用
レ分
、
故
律
盗
共
母
而
子
暗
者
、
併
計
用
レ罪
、

と
あ
り
、
「
大
日
本
古
文
書

六
各

三
一）に
牧

め
ら
れ
た

る
「
中
一村
・文
書
」
の
う
ち
、
次

に
掘
け
る
奴
婢
責
貫
計
丈
を
見

る
に

一
、
篠
令
解
、
巾
責
買
奴
婢

立
祭
事
≡
，

，輝
　
里
　ヽ
女
　
　
年
参
拾
参
一才
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

搾

積

女

　

年

捌

す

”婢
　
】鳳
一積
女
　
　
年
　
伍
　
才
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
“　
　
　
　
　
　
ヤ

奴
　
積
肺
呂
一　
　
年
　
騨
　
才

部
内

三
坊
声
″主

正
七
作

下
大
原
買
人
今
班
戸
田
大
原
買

人
補
上
之
奴
婢
．

右
得
櫛
上
中
状

云
、
上
件
奴
舛
、

以
銭
、武
拾
賞
充
慣
直
、
責
遷
東
大
寺

己
諸
．
望
討
な
式

欲
立
祭
者
、
令
岡
庇
賛
Ｂ
方
知
資
状
、
角

勤
諭

人
並

三
綱
名
、
中
途
如
件
、
謹

以
解
、

天
千
廿
年
十
月
廿

一
ヨ

と
あ
り
て
、
三
名

の
幼
奴
盟
が

ｒ
一十

三
才
な

る
蜂

と
共

に
許
頃

せ
ら
れ
責
買

せ
ら
れ
て
あ
る

の
で
あ
る
が
、
こ

の
婢

は
理
ら
く
幼
奴
十抑

の
母
一親
と
見

ら
れ

る
の
で
あ
る
。
な
ほ
Ｂ
言
が
官
奴
【婢
孝
責
わ
私

家
の
奴
婢
た
ら
し
め
、
或

は
私
奴
搾

を
買
上
け
て
之

務
官
奴
婢

と
な

す
が

如
き
こ
と
は
、
費
際

に
は
可
能
な
り
し
も
の
の
如
く
、
「
東
大
寺

正
倉
院
文
書
」
に
よ
れ
ば
、
官
ガ
私
人
よ
う
奴
婢

を
買
む

取
り
、

之
を
一史
に
寺
院
に
加
．入
せ
し
事
賢
の
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
の
で
あ

る
。
例

へ
ば
「
大
日
本
古
文
書
六
を

三
〕
に
牧
め
ら
れ
た
る
諸

囲

の
解
文

に
よ
り
て
明
か
な
る
如
く
、
天
Ｔ
跡
費

元
，年
九
月
十
七

日
、
大

神
言
藤

原
伸
肺
呂
は
勅

歩
奉

じ
て
、
諸

囲
に
、
年
十
五
以
上

- 2 7 4 -
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肺
島
碁Ｂ喬
、
奉
　
勅
、，
奴
婢
年
井
田」
下
十
五
邑
上
、
客
貌
薪
正
、
用
正
稔
充
憤
宣
和
買
貢
整
■

宥
宜
る
架
ぶ
掛
胎
鯨
４～
！！娩
下

諸
囲
、
令
買
貢
上
、
但
不
論
奴
舛
、
階
得
而
邑
者
、
画
宜
承
知
、
依
状
施
行
者
、
謡
依
符
旨
、
件
奴
婢
買
取
進
上
如
前
、
挽
便
付

朝
集
使
従
六
位
下
賀
茂
直
秋
肺
呂
中
途
、
謹
作
。

右
の
如
く
、
法
が
奴
婢
の
責
買
を
許
す
こ
と
は
明
一由
で
あ
つ
て
、
賃
際
に
行
ふ
に
は
「
約
二
段
の
手
績
を
踏
む
の
で
あ
る
が
、
そ
め

舞

Ｔ
は
責
買
常
事
者
の
私
約
、
第
二
は
保
護
Ｑ
署
名
及
び
立
本
の
巾
諦
、
第
三
は
官
司
の
勧
問
、
第
四
は
本
部
甘
司
の
裁
判
立
参
、
究
十

五
は
籍
帳
の
除
附
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
う
ち
、
第
二
第
二
の
手
結
一は
首
事
者
の
な
す
べ
き
も
の
、
第
三
以
下
は
官
の
な
す
べ
き
も
の

で
あ
つ
て
、
特
に
舞
五
は
、
責
買
成
立
の
た
め
に
行
は
れ
る
手
績
に
非
す
し
て
、
貢
買
の
成
立
し
た
る
が
た
め
に
行
は
る
べ
き
手
績
で

あ
る
。

立
参
に
先
立
ち
督
事
者
が
茸
買
の
私
約
を
な
す
べ
き
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
，
立
容
は
笛
事
者
間
に
私
約
の
す
で
に
整
へ
ゐ
旨

を
記
載
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
例
ヽ
ば
「
正
倉
院
文
書
共
東
南
院
伊
植
十
一
）
の
う
ち
、
女
に
掲
け
る
解
文
に
、

坂
田
郡
司
解
、
一甲
賣
貞
建
立
分
事
、

（前
暑
）

上
件
幾
．
惣
宛
慣
値
潜
米
一
千
二
悟
束
、
菩
一興
東
大
手
己
詑
、
云
云
　
　
　
　
　
≡

待
今
時
代
の
捜
民
制
度
概
説

（抗
　
　
官
　
辞
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・六
五



符
介
時
代
の
庭
氏
制
度
継
誠

（碇
　
　
・宮
　
評
）

，一か
〈ヽ

と
あ
る
が
如
き
、
此
の
私
約
が
銃
に
成
立
せ
る
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
が
く
瞥
事
者
の
私
約
は
、
奴
婢
責
買
の
最
初
に
行
は
る
べ

≡
手
績
で
あ
る
が
．
責
主
が
戸
口
な
る
場
一合
に
は
、
そ
の
責
買
の
私
納
に
先
き
立
ち
、
戸
主
の
同
音
を
得
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
つ
て

「雑
令
」
に

九
家
長
在
而
子
孫
弟
姪
等
、
不
レ得
下取
以
二奴
”押
雑
菩
及
餘
財
物
】、
私
自
質
馨
及
責
い若
不
二相
本
間
↓
逮
而
一戦
興
及
菅
者
、
な
レ葎

科
レ罪
ゃ

と
あ
一る
が
如
く
、
戸
口
が
戸
主
の
同
意
を
得
す
し
て
、
奴
舞
等
を
庭
分
一す
る
こ
と
は
禁
ぜ
ら
れ
て
あ
る
の
で
あ
る
。
な
ほ
代
慣
の
文
擁
・

ひ
が
立
祭
の
前
後
い
づ
れ
に
行
は
れ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
一，開
市
令
′」の

凡
責
買
奴
婢
、
経
本
部
官
司
、
立
基
ケ附
レ債
、

な
る
規
定
を
見
る
と
、
立
秦
後
に
代
慣
の
支
排
ひ
を
篤
す
ンを
以
下
．原
則
と
す
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
「
法
曹
至
要
抄
六
中
各
）

やヽ
ま

貿
工
奴
搾
馬
牛
↓
巳
過
み
頃
不
レ
立
，余
、
過
壬
一目
↓
答
舟
、
責
者
減
■

等
”、

と
あ
つ
て
、
代
債
の
支
弗
ひ
は
常
に
立
祭
前
に
行
は
る
こ
と
予
稼
一想
せ
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
さ
れ
ば
代
使
の
支
抑
ひ
は
、
之
を
立

容
の
前
に
な
す
も
後
に
な
す
も
全
く
皆
事
者
の
契
約
女
舞
な
り
し
も
の
で
，甘
事
者
間
に
別
段
の
契
約
な
き
場
合
に
は
立
本
と
同
時
に
，

買
主
に
代
債
を
支
勢
ふ
の
義
一務
が
生
す
る
も
の
と
彼
「せ
ら
・れ
る
も
の
の
如
く
、
女
に
引
用
す
′る

「
左
京
職
移
文
」
（女
日
水
古
文
書
各

一
一）　
にヽ（前

暑
）

妻
十開
市
令
云
、
貢
買
奴
婢
立
芥
船
慣
、
然
郵
立
奈
、
理
雁
一付
便
、
若
未
興
慣
、
所
訴
合
理
、
何
具
訴
状
移
途
如
件
、
至

ｉｔ
！
と
よ
脱
ｔ
鶴
市
４
！，
終
文
一
韓
づ
て
、
凍
大
寺
ｔ
決
の
支
排
↓
″
！な
，
下
，
一
裕
と
，
毬

さ
て
買
員
の
約
が
整

へ
ば
、
「
令
義
解
」
に

蓬
の 一
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薙
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講
、
奴
捧
之
主
自
修

話
貯
牒

一、
通
一保
話
署
↓
及
申
途
官
司
、
〔
開
市
令
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

・
！
一
！　

一．
■

．
　

！

と
あ

る
が
如
く
、
曹
（生

は
立
余
を
い
一請
す

る
の
辞
眺

ヤ一γ一作

り
、
之
に
自
己
並
に
保
次
護

人
の
署
名
を
避
な
る
の
で
あ

る
０
か
く
し
て
立

容
申
一請
の
辞
牒

に
署
名
が
揃

へ
ば
曹
で王
は
之
を
官
司

に
提
出
す

る

の
で
あ

つ
て
、
こ
れ
は
猫
豫

な
く
行

は
る
べ
き

で
あ

る
が
、
殊
に
貢

買
の
私
約
が
代
債
支
排
ひ
に
よ
り
成
立

せ
る
場
合

に
は
、

三
日
以
内
に
行

ふ
を
要
す
る
こ
と
，
前
掲

の
「
雑
律
六
法
曹
至
要
抄
）
の
篠
文

に
よ
り
て
明
が
で
あ
る
。

而
し
て
立
奈
申
請
を
行

ふ
義

務
者

は
貢
買

の
首
事
者
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
資
際

に
は
「
義
解
・‐百

「
奴
婢

之
主
、
自
修
■
評
牒

・、
」
と
あ

る
如
く
、
貢
主
が
之
を
行

ふ
の
で
あ

る
。

女
に
責
買

の
営
事
者
よ
り
立
祭
申
請

の
辞
牒

を
受

理
す
べ
き
官
司
は
、
京
に
あ
り
て
は
篠
今
、

諸

囲

に
あ
り
て
は
那
司
に
し
て
，
彼

等

は
先
づ
共
の
解
樺
一に
云
ふ
賣
買
と
現
資
の
責
買

と
が
相
逮

せ
ぎ

る
や
呑

や
を
勘

問
無
査
す
る

の
で
あ
る
が
、
前
一掲
の
文
書

「
坂

田
部

司
解
」
に
も

「
那
申
状
」

依
り
、
勘
問

ン
テ
賃
ラ
得

タ
リ
」
と
あ
・り
、
泰
査
を
逐
行
せ
る
こ
と
を
明
記
す
る

の
で
あ
る
。
而
し
て
篠
令

郡
司
が
其

の
解
牒
を

確
認
す
れ
ば
、
更
に
責
主

の
本
部
官
司

〈
京
一職
あ
る
ひ
は
囲
司
）
に
裁
判

の
申
話
を
な
す

の
で
あ

る
。

篠
令
或
は
郡
司
よ
り
の
解
文
を
受
け
て
裁
制
す

べ
き
本
部
官
司
は
、
先
づ
共

の
解
文
を
審
査
ｔ
、
そ

の
適
と
な

る
こ
Ｌ
を
認
む
れ
ば

共

・
の
賢
買

に
詔
許
を

興

へ
る
の
で
あ

つ
て
，
そ
の
本
部
官
司
が
詔
一許
を
興

へ
た
こ
と
を
話
す

る
文
書
が
部
あ
公
森
で

あ
る
。
而
ｔ
て
、

待
令
酵
代
の
農
氏
前
渡
村
載
　
（
配
　
　
岸
島
　
一辞
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工、十七



律
令
時
代
の
農
民
制
度
犠
説

（
減
　
　
宮
一　
簿
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一谷
八

か
よ
る
公
余
は
土
地
賣
貫
祭

（大
日
木
古
丈
書
各
四
「伊
賀
園
司
好
」参
照
）
と
同
じ
く
三
通
作
成
せ
ら
れ
、
一
通
は
本
部
官
司
の
許
に

他
の
一
通
は
偉
令
郡
司
の
許
に
留
め
ら
れ
、
更
に
他
の
一
通
は
唇
｛主
に
交
附
せ
ら
れ
る
も
の
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
私
約

に
よ
う
成
立
せ
る
一寅
買
契
約
は
公
各
作
成
の
日
を
以
て
完
全
に
■
あ
期
カ
ル
焚
す
る
の
で
あ
つ
て
、
公
券
の
一
通
が
買
主
に
変
附
せ
ら

れ
る
時
、
彼
は
共
の
日
附
Ｌ
辺
り
目
的
物
の
所
有
者
と
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
費
買
公
余
は
賞
主
が
所
有
稚
を
諦
切
す
る
に
最
も
有
力

な
も
の
で
、
買
主
は
目
的
物
．が
他
人
に
優
害
せ
ら
れ
し
時
に
は
、
之
に
低
め
其
の
占
有
を
吹
復
し
、
或
は
目
的
物
た
る
奴
井
が
逃
亡
し

た
る
時
に
は
、
之
に
依
り
共
の
返
還
矛
請
求
し
得
ち
の
で
あ
る
。
な
ほ
既
に
一
言
し
た
如
く
、
奴
婢
の
賣
買
は
、
土
地
の
責
買
と
暑
々

同
じ
く
責
買
営
事
者
の
納
税
義
務
並
に
受
担
雄
利
だ
愛
い化
を
爽
す
故
、
官
司
は
共
の
責
買
あ
る
毎
に
、
戸
籍
計
帳
に
必
要
な
る
凌
更
事

項
を
記
入
す
る
の
で
あ
る
が
、
曹
一買
立
祭
Ｌ
干
興
せ
る
・本
部
官
司
は
毎
年
六
月
未
ま
で
各
戸
主
よ
り
提
出
す
る
計
帳
の
手
十質
と
公
外
と

を
、
引
き
合
し
て
計
帳
の
除
一肘
を
行
ひ
．
更
に
六
年
目
毎
に
戸
籍
を
進
る
時
に
は
比
の
計
帳
を
参
考
す
る
故
、
責
賞
が
あ
れ
ば
、
お
そ

く
と
も
六
年
の
後
に
は
、
責
ら
れ
し
奴
婢
の
名
籍
は
責
主
の
籍
暖
よ
ぬ
除
か
れ
、
買
主
の
籍
帳
に
附
け
ら
れ
る
に
至
る
一。
与
か
し
右
に

述
べ
た
如
き
煩
雑
な
る
手
績
ケ
完
全
に
終
了
す
る
ま
モ
に
、
相
言
の
日
時
を
要
す
る
こ
と
は
、
前
掲
の
「坂
門
郡
司
解
」
を
参
照
し
て
も

明
か
で
あ
つ
て
、
坂
回
郡
司
が
勘
間
が
了
へ
て
よ
り
折
一江
団
司
が
裁
判
す
る
ま
で
、
帥
ち
天
干
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日
よ
り
翌
年
二

月
坑
日
ま
で
、
賢
に
七
十
餘
画
を
要
し
て
乙
る
次
第
で
あ
る
。
徒
つ
て
、
か
ヽ
る
煩
雑
な
る
手
績
は
、
立
奈
が
賣
貫
営
事
者
に
多
大
の

利
余
を
興
へ
る
も
の
に
非
ざ
る
限
り
、
如
何
に
法
が
楽
の
資
施
そ
班
欄
一し
て
も
決
し
て
行
は
れ
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
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